
 荒川下流河川事務所では、出水期に備え職員による堤防点
検を行いました。この点検により堤防に対策が必要な箇所に
は対策を行い、堤防の安全確保に努めています。 

 

点検箇所は、笹目橋～荒川下流端までの範囲の堤防及び堤防護
岸等を対象としています。 

点検日時は、６月６、７、１１、１３日の４日間で行いました。 

点検の結果、荒川下流河川事務所管内の１０７箇所で対策が必
要なことを確認し、対策を実施中です。 

点検者は、当事務所職員を中心に防災エキスパート、維持管理
業者等 延べ１２０人により実施しました。 

 (参加人数内訳：職員 延べ86人、 防災エキスパート 延べ9人、  

         維持管理業者等 延べ25人） 

※防災エキスパートとは、河川や道路の整備・管理等に豊富な経験を持ち、災害対応の支援を行う
ボランティアの人たちです。 



堤防点検実施状況 

管内の全堤防を目視により点検 

変状・異常箇所の計測等の状況 



護岸の段差 

天端舗装のクラック 

堤防点検で発見された主な異常箇所 

護岸の目地の開き 

護岸の破損 護岸ブロックの破損 

法尻のしぼり水 



天端の局所的に低い箇所（わだち） 

法面の裸地化（踏み荒らし） 

モグラの穴 低木繁茂 

法面の裸地化（芝枯れ） 

堤防点検で発見された主な異常箇所 

法面の裸地化（わだち） 
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